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　「夢の原子炉」へのステップとされた「もんじゅ」は1995年12月8日にナトリウ
ム漏れ火災事故を起こして止まったまま現在に至っています。事故当時、「もんじ
ゅ」は40％出力で運転中で、本格運転のための諸検査を実施中でした。
　「もんじゅ」は日本が国策として開発を進めてきた高速増殖炉の原型炉。実用化
２段階前の原子炉です。これを運転する日本原子力研究開発機構は2005年から再発
防止のための改良工事などを進め、今年度中に運転の再開を目指しています。
　前回の公開研究会では「高速増殖炉開発は税金の無駄遣い」と題して小林圭二さ
んからお話を伺い、各国が撤退していく理由が明瞭になりました。第69回研究会で
は、稼動間近の「もんじゅ」に焦点を当てて、14年も止めていた原子炉を再稼動さ
せることの技術的諸問題、「もんじゅ」の後継炉などについてお話を伺います。前
回と少しは重なるところがありますが、今回は「もんじゅ」が中心テーマです。前
回の公開研究会を逃した方も是非ご参加ください。

 

　講師の小林さんは「高速増殖炉もんじ
ゅー巨大核技術の夢と現実―」（七つ森
書館）の著者で、科学者として「もんじ
ゅ」訴訟などにかかわってこられた方で
す。


